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＜連絡事項＞

· 本日、17：30からメモリアルホールにて「精神科医療事故の要因と予防策」についての院内研修あり。

· 本日、大久保恒夫様がデイケア・デイナイトケアの見学に来ている。今週、来週は体験利用を行う予定であり、次回は2/22との事。

· 2/20 13：30から大久保康弘様の退院療養検討会議あり。（参加スタッフ：山田）

· 2/20 菅野勝利様がデイケアを見学予定。

· 森田清助様が本日からデイケア正式利用となっている。

· シャンプーの発注については庶務に確認を行う。

＜外来情報＞

· 鈴木　茂子様～担当医からデイケアの通所について聞かれ、腹痛や風邪、水道の凍結があり通所で　

きていないと話す。2/18に鹿内内科を受診しており、風邪の時は家で休んでいるとの事。担当医より他科を受診した際は薬事情報を持ってくるようにと指導あり。

· 下妻　康貴様～薬局の仕事について「どうなるかわからない」と話す。本人の希望としては３月一　　

杯までは働きたいとの事。また2/18（月）の19：00～21：00の研修会に参加したため、眠気があると話す。

· 村上　元道様～「朝起きられなくなった」と担当医に相談している。本人としては服薬やデイケア

の運動プログラムが原因ではないかと話しているが、担当医より関係はないと説明を受けている。

· 井畑　光湖様～担当医に体調について聞かれ「調子が良いです」と話す。毎日、スポーツジムに行

き、１時間程運動しており体重が１ｋｇ落ちた事を報告されている。東京にいる姉が3/10に出産予定の為、付き添いに行く予定であると報告されている。

· 横山　耕生様～「幻聴があり、気になっている。」と話すがイライラはないとのこと。2/17（日）　　　　　　　

にえんぶりの後に、バイキング亭に行き、下痢と動悸があったことを報告されている。肋骨の痛みを訴える為、レントゲンを施行。異常はなかったとのこと。

· 種本　サハ様～「ニヤニヤしていた時に気持ちが悪いと言われた。」「副院長になったのでおめでと

うと言おうと思って」と担当医に話す。また最近困っていることについて「もう少しお金が欲しい」と話していたとの事。

· 清水　泰雅様～2/13（水）に胃痛でデイケアを欠席したことを報告。手荒れがひどい為、担当医よ　

りクリームをきちんと塗布するようにと指導あり。来週、母親様が同行にて受診する予定とのこと。

· 宮　陽子様　～担当医に「幸房はもう辞めてデイケアに行こうと思っている」と話す。

· 番沢　政勝様～「幻聴は少しあるが、しかたない」と話す。

· 庭野　弘樹様～「3/3（月）に市役所の職員と面談を行う」と話す。

＜利用者様情報＞　

· 下妻　康貴　様～青明舎より薬局と話し合った内容について情報提供あり。まだ、本人には薬局と

話し合った内容は伝えていないとの事。

⇒本日、本人がナイトケア通所時に青明舎からの説明やパート先から何か話があったかなどを確認して行く。

· 中居　美津子様～昨日のナイトケアで「ストーカーがいるから早く帰りたい」と話す。自主活動で

は、ロッカー室に篭っている様子が見られている。特定メンバーの名前を挙げてストーカーされていると話している為、スタッフより、そのメンバーが帰る時間が違う事を説明しているが、納得されず、少し早目に帰られている。

⇒今後、様子を観察していく。

· 江刺家　陽輝様～本日、デイケアを利用されている。携帯電話の写真機能で様々なものを撮ったり、

他者に話し掛ける事が多かったり等、気分が高揚している様子が見られている。

⇒今後、様子を観察していく。

· 上川原　豊　様～BMIが高いことから、本日より大盛りから常食へ食事形態が変更となっている。

主菜を盛り付ける際、規定量より多く、スタッフが声をかけると本人も自覚がある様子で、拒否なく分量を減らしている。ご飯などは分量を守られている。

⇒今後も必要があれば本人に分量を計測するように促していく。

· 五日市　公　様～プログラムでの居眠りの回数が増加しており、食前でも居眠りする様子が見られ

ている。スタッフが声掛けすると「居眠りはしていない。考え事をしている」と話される。

⇒「何かあったら叱って下さい」とスタッフに話されるも、「自分では頑張っている。私と同じ事をしている人がいても、その人は叱らないで私ばかり注意される」とも話される。本人へ注意する時は、できている部分は評価していることを伝え、出来ていない部分に関しては本人がわかるように説明していく。










